
 

 

患者さんへ 

日本人工関節登録制度とは 

人工関節手術は関節の病気の方には大変有効な手術法で、現在わが国でも年間約20万人以上の方が

この手術を受けておられます。 

この手術は長期間の有効性が期待できますが、１０数年以上にわたる耐用年数を過ぎますと使用し

ているプラスチック部品の摩耗などのために交換手術が必要となる場合があります。また中には耐

用年数以前に、固定部品のゆるみや感染などのため再手術を余儀なくされる方もいます。いずれに

しても人工関節手術後は長い年月にわたって定期的な診察を受けていただく事によってはじめて、

その人工関節手術が長期間にわたり成功したか否かが明らかになるものです。 

日本人工関節登録制度はこの手術の成績向上を目的として、日本人工関節学会によって手術の長期

間の有効性、信頼性を調査するものです。 

調査の方法は、患者さんの生年月日、生まれた都道府県、そして、受けられた人工関節手術の内

容、すなわち手術年月日、手術を受けた病院名、担当医師名、使用した人工関節の製品名、ロット

番号、人工関節の固定方法など、手術の内容を病院で記録し、日本人工関節学会によってデータ登

録いたします。 

日本中から集められた人工関節手術データを登録し、手術の有効性、問題点、製品の有効性などを

分析・検討して今後の手術の向上に役立てます。 

このデータには患者さんの個人名は登録されず、ID番号としてデータ処理されます。またこのデー

タは日本人工関節学会の内部以外では決して閲覧されず、患者さんのいかなるプライバシーも公表

されることはありません。一旦、登録されたデータを削除することはできないことを申し添えま

す。  

ご登録いただいた患者さんの手術データは遠い将来まで保存され、もしご自身が将来他の病院で再

手術を受ける場合でも、登録調査に参加している病院であれば日本国内のどの病院であっても、患

者さんの承諾のもとに今回の手術内容を参照して的確な再手術を受けていただくことができます。

登録制度参加病院は日本人工関節学会のホームページ（http://jsra.info/）からご覧になれます。その

ため当病院の診察券は将来まで大切に保管していただくようお願いいたします。 

この日本人工関節登録制度はあくまでも患者さんの自由意思により参加して頂くものであり、もし

登録調査を希望されない場合でも、通常と全く変わりなく人工関節手術を受けることができます。

ご不審の点がありましたら担当医よりご説明いたします。 

本院での問い合わせ窓口 

リウマチ膠原病センター：持田 勇一 

電話：045-261-5656（代表） 

 

日本人工関節登録制度の事務局 

〒606-8507 京都市左京区聖護院川原町54 

京都大学整形外科内 


